
載
が
あ
る
。

中
国
の
医
事
制
度
に
お
い
て
、
按
摩
を
職
と
す
る
官
は
晴
代
に
は

じ
ま
る
。

階
制
の
ほ
と
ん
ど
を
踏
襲
し
て
い
る
唐
代
に
お
い
て
、
医
事
制
度

に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

按
摩
の
部
門
の
場
合
、
按
摩
博
士
（
従
九
品
下
）
・
按
摩
師
（
流
外

三
品
）
・
按
摩
工
（
流
外
四
品
）
・
按
摩
生
（
雑
任
）
が
置
か
れ
て
い

る
。

按
摩
博
士
の
職
務
は
『
旧
唐
書
』
に
よ
る
と
、

按
摩
博
士
掌
教
按
摩
生
消
息
導
引
之

く
も
／
レ
ー
Ｅ
￥
．
〃
Ｅ
ｈ
留
三
』
Ｆ
ｎ
止
、
″
１
、
的
Ｙ

掌
教
導
引
之
法
以
除
疾
、
損
傷
折
跣
者
正
之

と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
大
唐
六
典
』
で
は
、
こ
の
両
者
を
併
せ
た
記

と
あ
り
、 中

国
医
事
制
度
史
に
お
け
る
按
摩
に
つ

い
て

Ｉ
階
・
唐
時
代
を
中
心
と
し
て
Ｉ

『
新
唐
害
』

こ
ま

山
本
徳
子

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
唐
代
の
按
摩
と
は
、
疾
病
を
除
く
、
と
い

っ
た
内
科
的
な
こ
と
の
ほ
か
に
、
損
傷
折
跣
を
正
す
、
と
い
う
正
骨

・
傷
科
的
な
治
療
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
按
摩
科
は
、
宋
・
元
時
代
に
お
い
て
は
消
え
、
明
代
に
現
わ

れ
、
ま
た
、
清
代
に
消
え
て
い
る
。
一
説
に
よ
る
と
、
明
代
に
お
い

て
按
摩
が
推
享
に
改
称
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

い
つ
ぽ
う
、
唐
代
の
按
摩
の
中
の
正
骨
的
な
も
の
と
の
関
連
性
が

あ
る
と
桑
ら
れ
る
正
骨
科
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
元
代
に
お
い
て
初

め
て
置
か
れ
て
い
る
。
明
代
で
は
正
骨
科
は
存
し
な
い
が
、
接
骨
科

が
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
清
代
に
な
る
と
、
ま
た
、
正
骨
科
が
復

し
て
い
る
。

唐
代
に
は
じ
ま
る
按
摩
部
門
を
め
ぐ
っ
て
、
の
ち
の
推
享
・
正
骨

と
の
関
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

（
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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